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の
１
４
％
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
様
々

な
農
作
物
で
収
量
・
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
１
１
月
に
は
強
風
が
吹
き
、
柿
や

リ
ン
ゴ
の
実
が
半
分
程
度
落
下
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
異
常
気
象
は
今
後
も
続
く
と

思
わ
れ
、
高
温
・
少
雨
に
よ
る
病
害
の
発
生

拡
大
な
ど
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
今
後
と
も
農
業
者
等
の
要
望

を
踏
ま
え
た
普
及
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。 さ

て
、
今
年
度
は
、
平
成
２
１
年
度
か
ら

工
事
を
実
施
し
て
き
た
「
庄
川
左
岸
地
区
」

が
完
成
し
ま
す
。
本
地
域
の
営
農
は
、
稲
作

を
中
心
に
水
田
利
用
に
よ
る
大
麦
、
大
豆
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
都
市
化
の
進
展
等
に
よ
る
排
水
の
流

出
形
態
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
況
の

農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
が
低
下
し
、
農

地
・
農
業
用
用
排
水
施
設
等
に
多
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
「
庄
川
左

岸
地
区
」
の
国
営
事
業
及
び
付
帯
県
営
事
業

が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
有
す
る
流

下
能
力
が
回
復
し
、
農
業
生
産
の
維
持
及
び

農
業
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
ハ
ー
ド
事

業
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
事
業
も
活
用
し
な
が

ら
、
基
盤
と
な
る
農
地
等
の
整
備
や
老
朽
化

対
策
、
水
稲
種
子
を
は
じ
め
富
富
富
や
コ
シ

ヒ
カ
リ
及
び
酒
米
な
ど
高
品
質
安
定
生
産
へ

の
指
導
支
援
、
園
芸
作
物
の
た
ま
ね
ぎ
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
及
び
干
し
柿
な
ど
の
生
産

拡
大
や
技
術
指
導
を
行
い
な
が
ら
持
続
可
能

な
農
業
農
村
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

（１面） 

・新年度のご挨拶  

・令和５年度 完了地区紹介（３地区） 

 

（２面） 

・令和６年度 新規地区紹介（２地区） 

・東石黒北部１期地区・梅ヶ島地区 完工式開催 

・新規採用職員紹介 

・春の農業用水路転落防止強化期間 

・水土里探訪ウォーク in ふくみつの案内 

 

第 ４９号 
令和６年５月１７日 

富山県砺波農林振興センター 

農業農村整備広報・広聴連絡会議 

〒939-1386 砺波市幸町 1番 7号 

電話(0763)32-8124【指導課】 

令和５年度 完了地区紹介(３地区) 

新
年
度
の
ご
挨
拶 

４
月
の
異
動
で
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
磯
で
す
。
砺
波

は
、
２
２
年
ぶ
り
で
３
度
目
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
世
界
的
な
地
球
温
暖
化
の
影

響
か
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
５

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
記
録
的
な
降
雨
や

県
内
で
初
め
て
観
測
さ
れ
た
線
状
降
水
帯
に

よ
る
豪
雨
で
、
山
地
災
害
や
水
田
に
土
砂
が

流
入
し
た
ほ
か
、
水
稲
や
大
豆
、
え
だ
ま
め

な
ど
の
ほ
場
で
冠
水
、
浸
水
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。 

元
日
に
は
、
県
内
で
観
測
開
始
以
来
初
と

な
る
震
度
５
強
を
記
録
し
た
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
、
農
地
で
の
地
割
れ
や
水

路
の
段
ズ
レ
、
農
道
の
陥
没
な
ど
の
被
害
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
が
今
年
度
の
対
応
に
な
り
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
市
町
村
と
連
携
し
て
着
実

な
復
旧
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
農
作
物
被
害
も
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
最
高
気
温

が
３
５
度
以
上
の
猛
暑
日
が
富
山
で
２
８
日

と
な
り
、
８
月
の
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
３
．

７
度
高
い
、
３
０
．
６
度
と
記
録
的
な
暑
さ

と
な
っ
た
ほ
か
、
梅
雨
明
け
か
ら
８
月
ま
で

の
降
水
量
は
富
山
で
３
６
．
５
ｍ
ｍ
と
平
年 

 
 
 

所
長 

磯 

孝
行 

県営農地整備事業 東石黒北部１期地区 

当地区の農業用用排水施設は整備後 50 

年以上経過し、老朽化が著しく営農活動の

効率化に支障をきたしていため、施設の早

急な更新整備を実施しました。 

〇地区名 ：東石黒北部１期地区 

〇事業箇所：南砺市 梅ヶ島、晩田地内 

〇工  期：平成 31 年度～令和５年度 

〇受益面積：70.6ha 

〇事業内容：用水路 L=9,885m 

排水路 L=6,143m 

区画整理 A=21.7ha 

〇総事業費：1,021,000 千円 

着工前 

完 成 

 県 営 農 地 整 備 事 業  種 田 地 区 

当地区の農業用用排水施設は整備後約 30

年が経過し老朽化が著しく、営農活動の効

率化に支障をきたしていることから、施設

の更新整備を実施しました。 

〇地区名 ：種田地区 

〇事業箇所：  

〇工  期：平成 29 年度～令和５年度 

〇受益面積：218.7ha 

〇事業内容：用水路 L=15,480m 

排水路 L=540m 

客土 A=0.8ha 

区画整理 A=1.8ha 

〇総事業費：1,148,000 千円 

自動給水栓 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
！ 

県営農村地域防災減災事業 

（農業用河川工作物等応急対策事業） 

梅ヶ島地区 

当地区では、近年の集中豪雨等を起

因とした河川への土砂流入により、上

流の土砂堆積量が増加し、取水堰が正

常に作動しない状況となったことか

ら、施設の改修を実施しました。 

〇地区名 ：梅ヶ島地区 

〇事業箇所：南砺市 梅ヶ島地内 

〇工  期：令和３年度～令和４年度 

〇受益面積：30.0ha 

〇事業内容：ゴム引布製起伏堰 一式 

      仮設工 一式 

〇総事業費：210,000 千円 

着工前 

完 成 

どの地区も 

とってもきれいに 

なったね♪ 

 

仮
取

仮川 

取水堰 

全川締切の様子 

完 成 

自動給水栓 
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編
集
後
記 

新
年
度
に
入
り
1
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

５
月
早
々
に
真
夏
日
を
観
測
し
た
か
と
思
え

ば
雨
が
降
っ
て
気
温
が
下
が
っ
た
り
。
寒
暖

差
の
激
し
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
度
も
昨
年
同
様
、
砺
波
農
林
管
内
の

農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
す
る
明
る
い
話
題

を
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

（
農
地
整
備
第
二
班 

記
） 

○地区名：五鹿屋五郎丸地区 

○事業箇所：砺波市 五郎丸地内 

○工 期：令和６年度～令和 12 年度 

○受益面積：63.8 ha 

○事業内容：用水路 L＝9,210 m 

     区画整理工 A＝12.6 ha 

     客土工 A=2.6 ha 

○総事業費：896,000 千円（ソフト込み） 

～ 土地改良総合整備事業 ～ 

水路老朽化による漏水 

～ 防災ダム事業・基幹水利施設ストックマネジメント事業  ～ 

 
 

新
規
採
用
職
員
紹
介 

４
月
か
ら
農
村
整
備
課
農
地
整
備
第
一
班
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
山
田
龍
生
で
す
。
大
学
で
専

攻
し
て
い
た
農
業
土
木
の
知
識
を
生
か
せ
る
職

に
就
く
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
日
々
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
業
務
に
精
進
い
た
し
ま
す
。
不
慣
れ
な

と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
皆

様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
今
後
と
も
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○地区名： 刀利３期地区 

○事業箇所： 南砺市 刀利地内 

○工 期：令和６年度～令和８年度 

○受益面積：3,413.2 ha 

○事業内容：刀利ダム 

ゲート設備工  一式 

      監視制御設備工 一式 

○総事業費：340,000 千円 

ブログやっています。 

“とやま水土里探訪ブログ” で検索を！ 

http://facebook.com/toyama.nousonsebi 

https://www.pref.toyama.jp/1633/r5tonaminourin.html 
 

農村整備課 水利防災班 

 くろさき れい 

黒崎 嶺 

令和６年度 新規地区紹介(２地区) 

刀利ダム 

組
ま
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
活
力
の
あ
る

農
業
農
村
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

「
梅
ヶ
島
地
区
」
は
、
南
砺
市
梅
ヶ
島
地
内

３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
か
ん
が
い
用
水
を
取
水

す
る
梅
ヶ
島
頭
首
工
の
機
能
が
損
な
わ
れ
、
一

級
河
川
大
井
川
の
治
水
に
支
障
を
き
た
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
事
業
が
着
工

し
、
頭
首
工
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
は

県
内
で
も
例
の
少
な
い
全
川
締
切
に
よ
る
河

川
の
仮
廻
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
事
故
な
く
無

事
に
完
成
し
ま
し
た
。 

～ 完 工 式 ～ 
東石黒北部１期地区・梅ヶ島地区 

県
営
農
地
整
備
事
業
「
東
石
黒
北
部
１
期
地

区
」
及
び
、
県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
「
梅

ヶ
島
地
区
」
の
完
工
式
が
４
月
８
日
（
月
）
に
五

十
嵐
森
林
・
農
地
整
備
課
長
（
南
砺
市
長
代
理
）
、

安
達
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
、
工
事

関
係
者
な
ど
多
数
出
席
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

「
東
石
黒
北
部
１
期
地
区
」
は
、
南
砺
市
の
旧

福
野
町
市
街
地
よ
り
西
側
に
位
置
す
る
、
一
級
河

川
小
矢
部
川
と
山
田
川
に
挟
ま
れ
た
平
地
農
業

地
域
で
、
昭
和
３
８
年
か
ら
４
０
年
に
か
け
て
基

盤
整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、
整
備
後
約
５
０
年
が

経
過
し
、
用
排
水
路
の
老
朽
化
に
よ
り
多
大
な
労

力
を
要
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
、
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
に

向
け
、
平
成
３
１
年
度
に
事
業
が
着
工
し
、
１
６

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
整
備
、
２
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
区
画
整
理
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
本
事
業

に
併
せ
て
農
地
の
集
積
率
が
格
段
に
向
上
し
、
た

ま
ね
ぎ
な
ど
の
高
収
益
作
物
の
栽
培
に
も
取
り 

 

 やまだ りゅうせい 

山田 龍生 

 

４
月
か
ら
農
村
整
備
課
水
利
防
災
班
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
黒
崎
嶺
で
す
。
４
年
間
、
建
設
会
社
に
て

現
場
の
施
工
管
理
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
新
た

に
農
林
の
世
界
に
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

日
も
早
く
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
精
励
し
ま

す
。 今

後
と
も
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

６
月
１
日
（
土
）
南
砺
市
福
光
で
「
水
土

里
探
訪
ウ
ォ
ー
クi

n

ふ
く
み
つ
」
を
開
催

し
ま
す
。
福
光
の
土
地
改
良
施
設
や
様
々

な
歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、
約
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
楽
し
く
歩
き
ま
し

ょ
う
！ 

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
小
学
生
以

下
の
方
は
保
護
者
同
伴
） 

水
土
里
探
訪
ウ
ォ
ー
ク 

i
n

ふ
く
み
つ 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね♪ 

集合場所は福光体

育館、受付は 8:30

からだよ！ 

富
山
県
で
は
、
４
月
２
０
日
～
５
月
２

０
日
の
期
間
を
「
春
の
農
業
用
水
路
転
落

事
故
防
止
強
化
期
間
」
と
し
、
普
及
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
強
化
期
間
に
合
わ
せ
、
５
月
１
日 

砺
波
管
内
の
関
係
土
地
改
良
区
、
市
職
員

及
び
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
で

用
水
路
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
転
落
事

故
防
止
の
た
め
の
簡
易
看
板
の
設
置
や
、

虎
ロ
ー
プ
等
に
よ
る
応
急
措
置
を
行
い
ま

し
た
。 

今
回
の
点
検
に
よ
り
不
具
合
が
発
見
さ

れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
安
全
施
設

の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

春
の
農
業
用
水
路
転
落

防
止
強
化
期
間 

完工式の様子 

本

事

業

に

よ

り
、
堤
防
の
決

壊
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も

に
、
頭
首
工
に

よ
る
農
業
用
水

の
安
定
的
な
確

保
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 


